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西 脇 市 審 議 会 等 の 会 議 の 記 録 

 

審 議 会 等 の 名 称 平成 26 年度第３回西脇市住宅審議会 

開 催 日 時 平成 27年 1 月 29 日（水曜日） 

13 時 30 分から 15 時 30 分 

開 催 場 所 西脇市生涯学習まちづくりセンター２階会議室２ 

出席委員の 

氏名又は人数 

吉本委員、大塚委員、齋藤委員、内橋委員、頃安委員、津田委員、東田

委員、大垣委員、杉原委員、村上委員 

欠席委員の 

氏名又は人数 

内藤委員、亀岡委員、谷山委員、出野上委員、 

出席職員の職・ 

氏名又は人数 

鵜崎技監、飛田部長、嶋本課長、清瀬課長補佐、芦田主査、橋本、前田 

公開・非公開の 別 公 開 

非公開の理由  － 

傍聴人の数 ０人 

議題又は協議事項 １ 議事 

 ⑴ 住生活基本計画見直し案について 

 ⑵ 空家対策の推進に関する庁内体制の整備について（報告事項） 

 ⑶ 市営住宅活用方針について（報告事項） 

２ そ の 他            

⑴ 次回の予定について 

 

 

会議の記録（概要） 

発言者 発 言 内 容 等 

事務局 

 

◯開会 

◯定数報告 

・委員 14名中 10 名出席により会議成立の報告 



2 

 

 

 

事務局 

 

 

事務局 

 

 

会 長 

 

 

 

 

委 員 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

会 長 

 

 

 

 

 

副会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

会 長 

 

１ 議事 

 ⑴ 住生活基本計画見直し案について 

  ・事務局から会議資料に基づき、住生活基本計画見直し案について説明 

 

 ⑵ 空き家の状況と対策について 

  ・事務局から会議資料に基づき、空家対策の推進に関する庁内体制の整備に

ついて説明（報告事項） 

 

・この会議は第１回が全体の総括的な動向の話、第２回が一つの地域に絞っ

て個別具体的な西脇市が直面している課題が示された。本日は第３回とい

うことで、これまでの２つの話を合体させて、今現在こういう状況なので、

このようにしていく必要があるという検討をしていただきたい。 

 

・５年間でこういう計画を進めていくとおっしゃったが、５年で全て実施す

るのは難しいかと思う。どれを優先するというようなことはあるのか。 

 

・資料の緑字で示しているのは今現在取り組んでいる施策で、これらを今後

も継続して実施しながら、赤字の部分を優先してやっていく。 

・今回の見直しのきっかけは市営住宅の再編と活用方針、特に日野ヶ丘の建

替事業をどうするかという話と、空家の問題。特にリフォームとか耐震化

はなかなか進んでいないので、方法等再検討しないといけない。 

 

・行政の計画としては通常 10 年スパンでやる。西脇市の基本計画なので、

市民の方に方針を示すものであるが、６つとも同時に進めていくのがい

い。緊急性、やりやすさはあるが、重要度はすべて同じ。それぞれが独立

しているのではなく、お互いに関係しているので、その中で市民に方針を

示し、合意していただく。 

 

・空き家等は必ずしも都市計画で行うのではなく任意事業で進んでいく部分

もある。都市計画マスタープランと住生活基本計画との整合性・リンクを

わかりやすく書いてほしい。都市が拡大・拡散していった時代から、収縮

する時代になる中で、どのような住まいの在り方を考えていくのか等。 

・高齢者が増加する中で、今回の住生活基本計画と地域福祉計画との連携が

大事になると思う。単身世帯・高齢夫婦世帯の見守りとか安全安心をどう

確保するのか。そのあたりについて、周辺の計画とリンクした住生活基本

計画として頂きたい。 

 

・総合計画が最上位で、そのもとに都市計画区域を定める都市計画マスター

プランがあり、高齢化をどうするか、セーフティネットをどうするかとい
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委 員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委 員 

 

う福祉の論理から住宅をどうしていくのかという話がある。これが住生活

基本計画であり、住宅だけでなく様々な問題が関わってくる。この委員会

では、都市の問題、高齢化の問題にしぼって考えていきたい。 

 

・いろんな基本方針が書かれているが、具体的にはどのような政策が市では

なされているのか？例えば茜が丘の宅地分譲や住宅供給公社はどうなっ

ているのか？そのあたりの予算の裏付けはどうなっているのか？ 

・他にも例えば、住宅の太陽光発電システムへの補助はまだ続いているのか。 

・県営住宅に 20 年前の震災で入ってきた人がいるが、公営住宅の見直しを

図る中で、高齢化したこうした人たちをどうしていくのか。また、前回の

会議で、市営住宅の滞納者をどうするかという話があったが、それはどう

なったか。西脇市の住宅施策の中で、今後財政的に大丈夫なのか、抽象的

な話はいろいろ書かれているが、具体的にどうなっているのか、市民にど

う伝わるのか疑問。 

・空き家問題についても、国による空き家に関する法律が西脇市の対策にど

う生かされてくるのか、広報活動をどう進めるのか等聞かせてほしい。 

 

・茜が丘については、まだ 40 戸ほど宅地分譲中であり、周辺の地価が下が

ってきたので価格の見直し、対策を検討中。 

・太陽光に関しては、事業継続している。個人が住宅に太陽光発電を設置す

ると、10万円の商品券を配布している。商工観光課で実施。 

・県営住宅、市営住宅とも、人口減少の中適正規模の見直しを図っている。

基本的に入居者の使用料で賄ってゆくことを目指している。市営住宅の滞

納者については、平成 25 年度末には、滞納はゼロになっている。 

・空き家については、昨年 11 月法律成立、２月に一部施行、５月末にはす

べて施行ということで、すぐに対策を取る必要がある。２月、５月にはガ

イドラインが出るので、それに基づき空き家等対策計画を策定する。 

・現在西脇市の６町だけで、空き家調査等を進めているが、中心市街地の課

題、市街化調整区域の課題等地域ごとに異なった課題がある。来年度も空

家等の調査、対策を継続していく予定で、予算も要求している。 

・また、庁内体制の整備を庁内で調整中。特定空き家等については防災環境

担当部局、空き家の活用については住宅については住宅政策担当部局、空

き店舗については商工担当部局。さらに、住宅政策担当部局で、まちづく

りの観点からの空き家活用及び総合調整を行う。それらを調整する庁内委

員会を設置して取り組んでいるし、予算もついている。 

・太陽光発電システム等についても、予算の裏付けはしている。 

 

・空き家を潰した場合の税金の問題。更地にしたら税率が上がる。これにつ

いてどう考えるのか。 
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事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委 員 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会 長 

 

 

 

・空き家活用する場合、交流施設や働く場所となる工場などに活用したらい

いが、市街化調整区域は建てられない等、色々な規制が問題となっている。

まちを活性化するのだったら、もっと融通性のある施策は出来ないのか。 

 

・空き家の税制問題については、現行、老朽化した空き家でも、家が建って

いれば固定資産税は６分の１に軽減されている。国からの情報では、それ

を将来的には、老朽化した空き家は家とみなさないで、税金軽減をなくし

ていく方針。今、国の税制調査会で議論されているが、時期は未定。 

・もう一点の市街化調整区域の建築制限であるが、県で特別指定区域として

指定されれば、ある程度緩和されている。例えば企業の拡張、人口を増や

すため新しい居住者を入れていく、あるいは、一旦外に出ていた地縁者が

戻ってきて事業を始めるといった場合なども規制緩和している。 

・ただ特別指定区域は、定型化してしまって融通が利かない面があるが、今

年県の方で、地域活性化ということであればこれをある程度規制緩和する

方向で制度の改正を検討しており、来年度からはこれにより対応して行い

たいと考えている。 

 

・日野地区で中小企業の 200 人程度の工場がある。工場前の田んぼへ拡張し

たいが、市街化調整区域と農地法でできない。市内で緩和してもらえるな

ら、市内での雇用も増える。 

・また、特別指定区域にしてもらうためには、村がまとまらなければならな

いので、会議が多くなるし大変。それより、工場が容易に近くで拡張でき

るような融通性のある方法がないのか。 

 

・市街化区域と市街化調整区域については、のべつ幕なしに開発してその都

度道路や上下水道を整備するのではなく、コンパクトシティという一カ所

にまとめてインフラ整備し効率的に開発するという考え方になっている。 

・ただし地域の実情に合わないところは、特別指定区域としてゆくことで対

応する考え方だが、何でも受け入れるということにはなかなかできない。

地域の理解やそれが必要であるという判断をするためにも、色々な会議や

手続き等ある程度手間がかかるのは理解いただきたい。 

・今西脇市で、工場跡地等が虫食い状態で残っているが、土地の問題につい

ては市民の関心が高いので、市として具体的にどうしていくのか、また市

民への啓蒙活動等についても、基本計画の中に入れてほしい。 

 

・この審議会では具体的なことに焦点を当てつつ、全体の方針を決めていく

という段取り。個別のことも非常に大事であるが、都市計画法との整合性、

空き家については建築基準法との関係がある。ただ西脇市は去年９月にこ

の審議会を立ち上げ、特に空き家問題については市にとって重要と判断
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事務局 

 

 

 

 

 

 

会 長 

 

 

委 員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委 員 

 

 

 

 

 

 

 

 

し、国に先どりして検討を進め、今後国の出してくる方針をにらみながら、

市として一番いい方法を決めてゆく姿勢。 

・都市計画法、農地法という国の法律の中で、市の中でどうやって合意を作

るのか、一つの方法が特別指定区域であるが、なかなか難しい部分がある。 

 

・市全体の都市計画の話は、実情に合った制度の見直しを進めて行こうとい

う動きがある。しかし問題は、実際進出する企業が決まらないと、何も決

まらず、市民への説明もできない。 

・市民への啓蒙活動について、リフォームの推進等については、先週土曜日

にリフォーム講座を行った。また、毎週第１、第３水曜日には市役所で市

民の方への相談会を実施している。 

 

・ここで、実際にこの地域にこれから長くかかわってゆくであろう、子育て

中の若い世代の方のご意見を伺いたい。 

 

・市がいろんな計画を立てても、実際、茜が丘や中心市街地以外では人口減

少している。そうなると今後さらに空地が増えてゆくと思う。若者が定住

できるような街づくり、若者が安心して生活してゆける西脇市ということ

で、住宅、企業、すべてが携わっていかなければならないと思う。 

・八千代では、市営住宅の買取りもしているということを聞いた。若い世帯

の場合、お試しという感じで、その都市に住んでみて、暮らしやすければ、

土地を買い、家を建てるとなるが、西脇市の場合、そのまま市営住宅に住

み続ける、あるいは不便な実家の近くにしぶしぶ家を建てて住むという話

を聞く。そういう意味で、若い人が住みたいと思える便利のいい、例えば

空き家を活用したまちづくりや、市営住宅入居者が、借家からその土地に

段々に根付いていくような、住宅取得しやすいような仕組みも必要。 

・また来住邸の付近のような、昔ながらの西脇市の風景は個人的にもいいと

思うので、区域を指定してぜひ残し、もっと PR し、都会の人が観光で来

たいようなまちづくりもしていってほしい。 

 

・コンパクトシティという言葉は初めて聞いたが、西脇市でいうと、野村や

重春のことを指しているのではないかと思うが、高齢者が多いのはそうし

たまちなかではなく、人口が少ないそのまわりの地区。茜が丘には宅地開

発し市で住宅を斡旋するなど、若い人がどんどんまちなかに集中し、周辺

地域の高齢化を加速しているように思われる。私の住む日野地区では各家

に若者がほとんどいない状態で、地域清掃などの時も苦労している。周辺

地区にも若い人が住めるような環境を作って欲しい。 

・それと、茜が丘団地も、タワージャズがなくなったので、それと同時にそ

こに勤めていた人が西脇を出ていったという話を聞いているが、実際どれ
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事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会 長 

 

 

 

 

 

 

 

委 員 

 

 

会 長 

 

委 員 

 

事務局 

 

 

 

委 員 

 

事務局 

 

 

委 員 

だけ空き家が増えているのか気になる。 

 

・市の方でも、若い人に住んでもらい、結婚して子供を産み、育て、働いて

もらえる様な施策としなければいけない。まず働くところがないというこ

とで、市でも企業に働きかけて、比延地区や和田町に企業を誘致し、雇用

を確保する、そういう動きをしているが、なかなか厳しい状況である。 

・タワージャズの西脇市内の雇用者については、市も協力して再就職先を探

したが、なかなか受け皿がなく、特殊な技術職ということもあり、出て行

かれた方も多かったと聞いている。茜が丘の空き家は把握できていない。 

・跡地は市街化調整区域であり、半導体工業しか駄目だったが、規制緩和し、

それ以外の工場も進出できるようにしたが、決まりかねている。 

・高齢化は日本全体の問題であるが、そのためのまちづくりについてはまだ

具体的には決まっておらず、将来的な課題としている。 

 

・住生活基本計画で高齢化にどう対応するか、セーフティネットにどう対応

するかということがテーマで上がっているが、若者、子供、高齢者、いろ

んな世代がいる地域が、みんなにとっても暮らしやすいまちではないだろ

うか。そういう市を実現していく。 

・住生活基本計画でも現在ある問題をどう解決するかということと同時に、

将来どうするのかという未来志向もあってよいと思う。そこで現在子育て

をしている世代の意見も踏まえ考えていきたい。 

 

 ⑶ 市営住宅活用方針について（報告事項） 

  ・事務局から会議資料に基づき、市営住宅活用方針について説明 

 

・何かご質問やお気づきのことがあれば。 

 

・日野ヶ丘団地の現地建替えは実施しないとあったが、修繕はするのか？ 

 

・修繕はもちろん行う。今あるものでストックとして今後長く使っていくべ

き住宅は大規模修繕等していく。簡易耐火造等の規模の小さいものについ

てはその都度、必要に応じ市の方で修繕していく。 

 

・雇用促進住宅は潰されると言いながらまだ建っているが、どうなるのか。 

 

・平成 33 年度までに順次廃止する方針が出ている（全国で）。今廃止の方向

で動いている。市内には小坂、堀、野村の３カ所ある。 

 

・そういう情報があれば地区の区長に、今後どうなっていくかというような
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会 長 

 

委 員 

 

 

事務局 

 

 

 

 

会 長 

ことをまた連絡してほしい。日野ヶ丘の固定資産税についても聞かれてい

る。 

 

・実際にそうなれば現地説明がある。 

 

・用途廃止予定の９つの団地の中で、前坂南山、津万井、田高とか雇用促進

住宅からも遠くに住んでいる人達はどこに移転するのか。 

 

・それら９団地については、空き家も出ているが、まだ住んでいらっしゃる

方もいる。強制的に移転してもらうことはできないので、移転先を提案す

る中で、移る方もあるし、そのまま住み続ける方もいると思う。それは今

後検討してゆくが、いきなり潰すということはない。 

 

・以上市営住宅の活用方針について議事終了する。 

 

 

事務局 

２ その他 

 ⑴ 次回の予定について 

  ・次回の審議会は、３月中旬から下旬頃を予定 

問合せ先 西脇市建設経済部都市住宅課 

 

 


